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 ○ エストニア便り～「北の国」から～（第 3回） 

-------------------------------------------------------------------------   

エストニアの大学 

 

 エストニアには、公立の総合大学をはじめ、公立および私学の単科大学など数多くの高等教育機関があります。

エストニアは人口 130万人程度の小さな国ですが、2004年から 2011年の統計期間を対象とした OECDの調査

では、同国の４年制大学への大学進学率は 43.50％となっています。ちなみに、同じ統計期間を対象とした日本

のそれは 51.76％です。 

 今回のお便りでは、はじめにエストニアにある３つの総合大学の概要についてご紹介させて頂いた上で、エス

トニアにおける私の研究生活についてお話しさせて頂きたいと思います。 

 先ずタルツー大学（UT）についてですが、同大はエストニアで最も権威のある伝統校で、その創立は 1632 年

となっています。スウェーデン統治時代にグスタフ 2 世アドルフによって建てられた大学で、卒業生には 20 世

紀初頭にノーベル化学賞を受賞したウィルヘルム・オストヴァルトがいます。学生数は約 1 万 8 千人を数え、9

つの学部と 4つのカレッジから成るエストニア最大の総合大学です。 

 次はターリン工科大学（TUT）です。同大はその名が示す通りテクノロジーをはじめとする理系中心の大学で

すが、8つの学部の中には社会科学系の学問領域を中心とした文系の学部もあります。1918年に創設され、現在、

学生数約 1万 4千人を数えるエストニア第 2の総合大学となっています。 

 最後にターリン大学（TLU）ですが、同大は 19 の研究院と 6 つのカレッジから成る学生数 1 万人規模の大学

です。2005 年にターリン教育大学や幾つかの研究機関を統合して創設されたとても新しい大学です。この大学

で今、私は快適な研究生活を送っています。このターリン大学を受け入れ先として選んだ理由としては、この大

学が首都の中心にあるといった利便性の問題もあるのですが、何よりも、この大学が先に掲げた他の２校におい

てよりも政治学関係の研究を行う上で適していると考えたからです。私がお世話になっている政治学・ガバナン

ス研究院には、政治学や行政学、国際関係といった研究領域を専門とするスタッフが数多くおり、また、研究資

料の面でも同大学の図書館はとても充実しています。 

 私がよく利用するターリン大学の図書館はソ連時代のエストニア科学アカデミーの建物をそのまま利用してお

り、この図書館の窓からは、今は外務省となっているかつてのエストニア共産党の本部ビルがとてもよく見えま

す。ここで紹介させて頂いた 3つの総合大学は大学の国際化にとても力を入れており、ヨーロッパのみならずア

ジアなど海外からの留学生を積極的に受け入れています。私が大学生の頃はごく限られたルートを通してしかソ

連に留学することができなかった時代でしたので、この地域における大学をとり巻く時代環境の大きな移り変わ

りを毎日肌で感じている次第です。 

 次回には、エストニアのソ連からの独立においてとても大きな役割を果たしたと言われている「歌の祭典」に

ついてお話しすることにしたいと思います。 

 

法学部教授 河原 祐馬 
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 ○ 法学部からのお知らせ 

------------------------------------------------------  

☆岡山大学法学部・法学会平成 26年度総会・講演会が行われました。 

 

 法学部と岡山大学法学会は、さる 7 月 3 日（木）に、位田隆一教授をお招きし、法学会総会を行うとともに、

講演会を開催しました。講師の位田先生は、姫路西高校、京都大学卒業後、岡山大学で昭和５４年（１９７９年）

から５年間、法文学部講師、法学部助教授をされていました。その後、母校の京都大学で３０年近く研究・教育

などに携わった後、２年前から同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科特別客員教授を務めている方

です。ご専攻は、元々、国際法ですが、近時は生命倫理の分野にも研究範囲を拡大され、国際的にも活躍をされ

ています。講演では、位田先生の最近のご研究の中から、生命倫理と法等について、専門的で詳しい話を分かり

やすく丁寧にお話ししていただきました。また、講演の後も、フロアからのいくつかの質問にも応じていただき

ました。当日は、学部生を中心に１５０名を超える方々が２０番教室に集まり、有益な時間を過ごせたものと思

います。 

 

☆岡山大学オープンキャンパス 

2014年岡山大学法学部のオープンキャンパスは 8月 9日（土）に実施します。 

詳細はこちらから岡山大学ホームページをごらんください。申込締切は 8月 4日（月）です。 

高校生のみなさんのお越しをお待ちしています。 

http://www.okayama-u.ac.jp/tp/prospective/koukai01.html 

 

☆留学生交流会・報告茶話会を開催します。 

本学部から留学した学生の報告を聞き、留学予定の学生、留学に興味のある学生との交流の場を開きます。みな

さんの参加をお待ちしています。 

http://www.law.okayama-u.ac.jp/z_event/event_20140709.pdf 

日時：7月 9日（水）16：00～17：30 

場所：法学部会議室（2号館 2階） 
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・本メルマガは, 毎月２回程度配信しています。 

・法学部の詳細情報に関しては、HPも併せてご覧ください。 

  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 

・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。 

・本メルマガの登録・解除は、以下のURLにてお願いします。 

  http://www.law.okayama-u.ac.jp/local/mail/ 

・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho-mailmaga@law.okayama-u.ac.jp まで。 

 

 

 

 


